
E ラーニングについて（論点ペーパー３） 

〇令和 2 年度第 1 期については、過渡期であり、有識者による講演コンテンツ

を主体とする。 

〇現在、１ユニット（15 分）ｘ１０ユニット=150 分のひとまとまりのコンテン

ツ（パワーポイント＋ナレーション）を試行的に開発中。

・１ユニットには論点４つ程度

（１論点につき 3分程度、スライド４－５枚） 

・よって、１コースには ４ｘ１０ユニット＝４０論点

○現在開発中の E ラーニング用教材の位置付け

・平成 31 年１月より、有明の丘研修１０コースのうち、６コースにて事

前学習のための Eラーニングが整備されている（スライドのみ提供）。

・これから新たに開発する 150 分ひとまとまりの教材と、この事前学習教材

との関係をどのように整理していくか。

※これまでの議論では、対象者が異なっていた（事前学習教材が危機管理

担当職員向けで、150 分教材が一般事務職というイメージだった）

・長期的には、150 分ひとまとまりの教材で事前学習教材を置き換えていくこ

ととしてはどうか。その場合の有明の丘コースの各単元と 150 分コース教

材との関係をどう整理するか。

〇「パワーポイント＋ナレーション」になじむコンテンツ、 

「有識者による講演」になじむコンテンツ 

資料３-１ 
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コンテンツシステム

試行結果の整理

• 試行結果を踏まえた改善点の整理・検討

令和２年
４月

７月

１０月

令和３年
１月

３月末

次年度の実施の方向性を検討

システムの選定

• 要件を満たし、学習の流れが実現でき
るシステムを選定

• 導入するシステムの確定

試行の実施

システムの環境構築＋テスト

要
件
定
義

コ
ン
テ
ン
ツ

等
作
成

試
行

（
検
討
）

改
善

コンテンツの設計

• 避難所運営と罹災証明発行（シナリオ）

コンテンツの作成

• 避難所運営と罹災証明（動画）

令和3年度Eラーニング整備計画（案）の作成

6/19 検討会①

8/5 検討会②

12/22 検討会④

３/18 検討会⑤

令和２年度 防災SP養成Eラーニングの整備スケジュール
資料３-１ 別紙１

システムの要件整理

• システム要件等の検討

コンテンツの作成（６コース）
• 受援体制
• 避難勧告等の判断・伝達
• 災害廃棄物処理
• ボランティアの受入
• 要配慮者への支援
• 感染症対策を踏まえた避難所運営 他

できたものから速やかに公開
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■ 防災SP養成Eラーニングの受講の流れ

LMS

動画コンテンツを視聴
動画コンテンツを視聴

視聴状況

テストの実施

コースの修了証発行

有明の丘研修の受講希望者
個別のID・パスワードでログイン

HPで広く一般公開

※ 有明の丘研修の受講は
希望しない受講者

テスト結果

①
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
の
視
聴

②
テ
ス
ト
の
実
施

修了状況

動画コンテンツの視聴＋テスト実施

防災SP養成Eラーニング システムの要件・基本仕様（案） 資料３-１ 別紙２

動画コンテンツの視聴のみ

視聴したい動画コンテンツを選択
視聴したい動画コンテンツを選択

コース内の動画コンテンツを
全て視聴

コースを選択

いいえ

はい

テスト結果：90点以上

はい

いいえ

防災SP養成Eラーニング受講の流れ

有明の丘研修の受講に必要な
コースを全て修了している

いいえ

有明の丘研修への受講申込み

はい

受
講
申
込
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項目 区分 要件

コ
ン
テ
ン
ツ

動画コンテンツ

●コンテンツA

・１コースは、15分程度の動画10本程度で構成

・動画コンテンツのレジュメ（読み上げ原稿）をPDFファイルでダウンロード可能

●コンテンツB

・有識者による講演（45分～60分/コマ）

テストコンテンツ
 多肢選択式のテストを1コース10問程度（１動画から１問）出題

 テスト80点以上（4問正解以上）を合格とし、修了証を発行

その他  学習指導案と本時案（Instructor‘s guide)は追って作成

実
施
時
期
、
公
開
範
囲
、

受
講
管
理

実施時期
 動画は常時視聴可能（任意の順で視聴可、繰り返し視聴可）

 テストについては、1コースの動画を視聴完了した時点で実施可能

公開範囲
 制限は原則設けない

 制限を設ける動画等は、LMSのみに掲載

受講管理（受講者情

報、学習履歴等）

 受講者一人一人に個別のID・パスワードを発行

 受講者の氏名・所属団体等の受講者情報を管理

 受講者ごとに動画の視聴状況やテスト結果等の学習履歴を管理

シ
ス
テ
ム

ハードウェア
 パソコン、タブレット、スマートフォンに対応

 専用サーバ等のハードウェアの設置は不要

ソフトウェア  LMSを利用

システム要件 資料３-１ 別紙3
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